
 
 
 
 

 
 

 

 

「今、一番怖いと思うことは何ですか？」 

4 連休明けの朝に少し時間をいただき、全校放送で生徒にこんな言葉を投げかけました。 

「秋口頃からと思われていた新型コロナの第２波が始まった？」というようなニュースが毎日のよ

うに取りざたされています。県内の高校・大学でもクラスターが発生し、東濃各市においても感染者

が確認されています。ひとたび感染者が確認されれば、その濃厚接触者として多くの関係者が PCR

検査を受検することとなり、その中で「陽性」が確認されれば、その輪はさらに広がっていきます。

目に見えない脅威がひたひたと近づいている感もあります。毎日、不安が尽きることはありません。 

私は、「一番怖いのは、人だと思う。」と話しました。生徒は毎日の健康チェックにマスク着用・手

洗い等、教職員も自身の健康管理はもちろん、放課後の丁寧な消毒作業を怠りません。社会全体でこ

れほどまでに対策しても、感染は広がっているのです。増して身近に迫りくる脅威を実感した時、人

の不安は一層強くなります。誰しも不安から解消されたい思いから、正確な情報を得ようとします。

「誰が？」「どこで？」「どうやって？」「関係者は？」というように。人によって、場合によっては、

それが根拠の不確かな憶測や噂話として発信され、いわれのない差別につながることにもなりかねま

せん。だから生徒には、「自分や身近な人が、心無い噂話や誹謗中傷の的にされてしまったら…」と

いうことに想像力を働かせ、どんな事態になっても冷静に判断・適切に行動したり、思いやりの心を

もって他者に接したりして欲しいということを強く願い、メッセージを送りました。 

～ 『心の書画家』伊藤 一樹 様より、作品をご寄贈いただきました ～ 
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